
 

 

三条市農業委員会総会議事録 

 

 

日  時  平成２２年１２月２７日 午後３時 

場  所  三条市役所 本庁舎４階全員協議会室 

 

会議に付した議題 

      議第 １号 農用地利用集積計画について                

      議第 ２号 農地法第３条の規定による許可申請について         

      議第 ３号 事業計画変更承認申請について               

      議第 ４号 農地法第４条の規定による許可申請について         

      議第 ５号 農地法第５条の規定による許可申請について         

 

報告事項  報第 １号 第１調査部会の調査結果報告について            

      報第 ２号 あっせん譲受等候補者名簿の登載について          

      報第 ３号 農地法第１８条第６項の解約通知について          

      報第 ４号 基盤強化法の解約通知について               

      報第 ５号 使用貸借の解約通知について                

      報第 ６号 農地法適用外事実確認証明について             

      報第 ７号 農地潰廃通報について                   

      報第 ８号 農地法第３条の３第１項の届出について           

 

その他 

 

出席委員  ３３名 

       １番 斉 藤 信 一 委員   ２番 小 林 六 一 委員 

       ３番 村 井 善一郎 委員   ４番 大 桃 惣一郎 委員 

       ５番 佐 藤   満 委員   ６番 金 子 良 助 委員 

       ７番 鶴 巻 純 一 委員   ８番 刈 屋 一 夫 委員 

      １０番 坂 井 和 弘 委員  １１番 藤 田 吉 則 委員 

      １２番 大 橋 正 臣 委員  １３番 山ノ内   正 委員 

      １４番 川 勝   勳 委員  １６番 大 竹 一 雄 委員 

      １７番 野 水 敏 秋 委員  １８番 高 山   博 委員 

      １９番 安 達   宰 委員  ２０番 森 山   昭 委員 

      ２１番 西   光 明 委員  ２２番 野 崎 文 夫 委員 

      ２３番 大 竹 正 信 委員  ２４番 小 師   勉 委員 



 

 

      ２５番 五十嵐 俊 雄 委員  ２６番 鶴 巻 俊 樹 委員 

      ２７番 佐 藤 宗 司 委員  ２８番 安 達 英 作 委員 

      ２９番 村 山 佐喜雄 委員  ３０番 佐々木 包 茂 委員 

      ３１番 長谷川 清 一 委員  ３２番 横 山 敏 夫 委員 

      ３３番 熊 倉   睦 委員  ３４番 神子島   巖 委員 

      ３５番 佐 藤 裕 雄 委員 

 

欠席委員   １名 

      １５番 金 子 純 一 委員 

 

職務のため出席した事務局職員 

      事 務 局 長           平 岡 勝 司 

      事 務 局 次 長           石 崎   亮 

      経営基盤係副参事   麦 倉 政 勝 

      農 地 係 主 任           佐 藤 信 幸 
 

                       午後３時００分 開会及び開議    

         （午後３時００分 三條新聞社傍聴） 

議長（大桃会長） 

  それでは、時間になりましたので、定例総会を開会いたします。 

  出席状況を申し上げます。定員３５名のところ、現在員３４名、欠員１名、出席３３

名、欠席１名で会議は成立いたします。 

  なお、議事録の署名委員につきましては、定めにより私から指名いたします。６番、

金子委員、３０番、佐々木委員を指名いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

 

議長（大桃会長） 

  それでは、早速議事に入ります。 

  議第１号『農用地利用集積計画について』を議題といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（平岡事務局長） 

  議第１号『農用地利用集積計画について』ご説明申し上げます。 

  今月の申請は、２０ページにありますように、新規設定が４２件、２７万７，２４２．

３０㎡、再設定が６３件、３５万４，７６６．７５㎡、所有権移転が６件、１万２，４

７７㎡でございます。合計では１１１件、面積で６４万４，４８６．０５㎡であります。 

  １ページ、議案中の１４７番は、東大崎１丁目の農地２筆、３，９２２㎡をあっせん

により売買するものであります。 

  １４８番は、代官島の農地５筆、３，０９３㎡をあっせんにより売買するものであり



 

 

ます。 

  １４９番は、九之曽根の農地１筆、９３８㎡をあっせんにより売買するものでありま

す。 

  １５０番は、新屋の農地１筆、２，３００㎡をあっせんにより売買するものでありま

す。 

  １５１番と１５２番は、帯織と帯織南の農地各１筆、１，０６４㎡と１，１６０㎡を

あっせんにより交換するものであります。 

  １５３番は、福島新田の農地２筆、５，９９９㎡を新規により１年間利用権設定する

ものであります。 

  １５４番は、新堀の農地１筆、４１６㎡を新規により１年間利用権設定するものであ

ります。 

  １５５番は、上保内の農地５筆、４，０１５㎡を新規により２年間利用権設定するも

のであります。 

  ２ページ、１５６番は、福島新田ほかの農地４筆、５，２７７㎡を新規により２年間

利用権設定するものであります。 

  １５７番は、興野３丁目ほかの農地１８筆、２万１，６０１㎡を新規により３年間利

用権設定するものであります。 

  １５８番は、鶴田の農地１筆、１，８３３㎡を新規により３年間利用権設定するもの

であります。 

  １５９番は、井栗１丁目ほかの農地７筆、５，５０１㎡を新規により３年間利用権設

定するものであります。 

  ３ページ、１６０番は、井栗の農地６筆、６，６８８㎡を新規により３年間利用権設

定するものであります。 

  １６１番は、新堀ほかの農地、９，８３５㎡を新規により３年間利用権設定するもの

であります。 

  １６２番は、若宮新田の農地４筆、１万１，６１４㎡を新規により３年間利用権設定

するものであります。 

  １６３番は、吉野屋の農地１筆、５，０２５㎡を新規により３年間利用権設定するも

のであります。 

  １６４番は、吉野屋の農地４筆、２，６８５㎡を新規により３年間利用権設定するも

のであります。 

  １６５番は、吉野屋の農地３筆、５，０３７㎡を新規により３年間利用権設定するも

のであります。 

  １６６番は、吉野屋の農地１筆、５，５２７㎡を新規により３年間利用権設定するも

のであります。 

  ４ページ、１６７番は、荒沢の農地２１筆、１万８，１１１㎡を新規により３年間利

用権設定するものであります。 



 

 

  １６８番は、荒沢の農地２筆、２，５７７㎡を新規により３年間利用権設定するもの

であります。 

  １６９番は、江口の農地３筆、７，９９８㎡を新規により３年間利用権設定するもの

であります。 

  １７０番は、飯田の農地２筆、５，９８５㎡を新規により３年間利用権設定するもの

であります。 

  １７１番は、遅場の農地１０筆、１万２，２８８㎡を新規により３年間利用権設定す

るものであります。 

  ５ページ、１７２番は、飯田の農地３筆、５，７０９㎡を新規により３年間利用権設

定するものであります。 

  １７３番は、飯田の農地２筆、２，３１０㎡を新規により３年間利用権設定するもの

であります。 

  １７４番は、井戸場の農地１４筆、６，２４８㎡を新規により６年間利用権設定する

ものであります。 

  １７５番は、上大浦の農地６筆、５，９８１㎡を新規により６年間利用権設定するも

のであります。 

  １７６番は、楢山の農地２筆、５，３７０㎡を新規により６年間利用権設定するもの

であります。 

  ６ページ、１７７番は、福島新田の農地１筆、２，９９９㎡を新規により８年間利用

権設定するものであります。 

  １７８番は、金子新田ほかの農地２筆、５，１６９㎡を新規により８年間利用権設定

するものであります。 

  １７９番は、金子新田ほかの農地３筆、５，５５７㎡を新規により８年間利用権設定

するものであります。 

  １８０番は、福島新田ほかの農地３筆、７，８３６㎡を新規により８年間利用権設定

するものであります。 

  １８１番は、嘉坪川の農地３筆、２，５８９㎡を新規により１０年間利用権設定する

ものであります。 

  １８２番は、柳場新田の農地２４筆、２万８６４．３０㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。 

  ７ページ、１８３番は、小長沢の農地７筆、２，５９８㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。 

    １８４番は、東大崎の農地１筆、７２０㎡を新規により１０年間利用権設定するもの

であります。 

  １８５番は、東鱈田の農地１筆、２，９７４㎡を新規により１０年間利用権設定する

ものであります。 

  １８６番は、中野原の農地５筆、１万３，８６６㎡を新規により１０年間利用権設定



 

 

するものであります。 

  １８７番は、駒込ほかの農地６筆、１万２，８９８㎡を新規により１０年間利用権設

定するものであります。 

  １８８番は、福岡の農地９筆、７，０５８㎡を新規により１０年間利用権設定するも

のであります。 

  ８ページ、１８９番は、中野原の農地２筆、２，７２１㎡を新規により１０年間利用

権設定するものであります。 

  １９０番は、笹岡の農地２筆、３，６５７㎡を新規により１０年間利用権設定するも

のであります。 

  １９１番は、鹿峠の農地６筆、１万３，１４２㎡を新規により１０年間利用権設定す

るものであります。 

  １９２番は、荒沢の農地１筆、２，６６７㎡を新規により１０年間利用権設定するも

のであります。 

  １９３番は、遅場の農地３筆、４，１２３㎡を新規により１０年間利用権設定するも

のであります。 

  次の１９４番から２０ページの２５６番までの６３件につきましては再設定でありま

すので、説明を略させていただきます。 

  ２０ページ、２５７番は、荒沢の農地６筆、２，２２４㎡を新規により３年間使用貸

借を設定するものであります。 

  なお、いずれも書類確認及び経営面積、従事日数など、農業経営基盤強化促進法第１

８条第３項の各要件を満たしております。 

  以上です。 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入る前に先日調査部会で調査いただいておりますので、その結果を

報告願います。 

  第１調査部会長は、西代理の隣に着席願います。 

 

第１調査部会長（２８番安達英作委員） 

  それでは、第１調査部会の調査結果についてご報告いたします。 

  第１調査部会では、１２月２４日午前９時から厚生福祉会館第２集会室におきまして、

部会員と大桃会長・西会長代理出席のもと会議を開催いたしました。 

  事務局より日程説明、議案説明を受け、全案件について意見決定を経て、午前１１時

２０分に閉会いたしました。 

  ただいま意見が求められております議第１号『農用地利用集積計画について』は、新

規設定４２件、再設定６３件、所有権移転６件で、合計件数１１１件、面積にして６４

万４，４８６．０５㎡で、書類審査及び事務局から詳細説明を受け、いずれも経営面積、



 

 

従事日数など、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしており、全件

承認相当といたしました。 

  以上です。 

 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第１号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（大桃会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

 

議長（大桃会長） 

  続きまして、議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』を議題といた

します。 

  事務局、説明願います。 

事務局（平岡事務局長） 

  議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』ご説明申し上げます。 

  今月の申請は、２５ページに記載してありますように１９件の申請で、合計１０万３

５５．７３㎡となっております。 

  それでは、戻りまして、２１ページの６６番から順にご説明申し上げます。 

  議案中の６６番は、飯田地内の農地１筆、２，９７６㎡を譲り受け人が経営規模拡大

を図るため、売買により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約７０万

円でございます。 

  ６７番は、鶴田地内の農地５筆、６，０４７㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約２５０万円でご

ざいます。 

  ６８番は、鶴田地内の農地１筆、１，９５５㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約２５０万円でご

ざいます。 

  ６９番は、西潟地内の農地３筆、３，７９７㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約６０万円でござ

います。 

  ７０番は、上保内地内の農地３筆、９３０㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るため、

売買により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約１０７万５，０００

円でございます。 



 

 

  ７１番は、代官島地内の農地２筆、９６㎡を譲り受け人が相手方の要望により、売買

により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約５２万円でございます。 

    ７２番は、南中地内の農地１筆、２，９５５㎡を譲り受け人が経営規模拡大を図るた

め、売買により取得するものであります。価格は、１０アール当たり約７０万円でござ

います。 

  ７３番は、下大浦地内の農地１筆、８８２㎡を譲り受け人が相手方の要望で売買によ

り取得するものであります。価格は、１０アール当たり約２１０万円でございます。 

  ７４番と２２ページの７５番は、下大浦地内の農地各１筆、各１，０２１㎡を耕作の

便を図るため、相互に交換するものであります。 

  ７６番は、井栗地内の農地１筆、２，０７６㎡を世帯内後継者に贈与するものであり

ます。 

  ７７番は、井栗ほか地内の農地１４筆、１万１，２８７㎡を世帯内後継者に２０年間

の使用貸借を設定するものであります。 

  ７８番は、上保内地内の農地２７筆、７，２０１．０７㎡を世帯内後継者に２０年間

の使用貸借を設定するものであります。 

  ２３ページ、７９番は、上保内地内の農地３筆、１，２１３．９１㎡を世帯内後継者

に２０年間の使用貸借を設定するものであります。 

  ８０番は、大島ほか地内の農地３０筆、１万７，２５１㎡を世帯内後継者に２０年間

の使用貸借を設定するものであります。 

  ２４ページ、８１番は、下大浦地内の農地５筆、３，８６０㎡を世帯内後継者に１０

年間の使用貸借を設定するものであります。 

  ８２番は、下大浦地内の農地３筆、２，３２７㎡を世帯内後継者に１０年間の使用貸

借を設定するものであります。 

  ８３番は、濁沢地内の農地２４筆、１万５，３７１．５２㎡を世帯内後継者に１０年

間の使用貸借を設定するものであります。 

  ２５ページ、８４番は、荒沢地内の農地２１筆、１万８，０８８．２３㎡を世帯内後

継者に１０年間の使用貸借を設定するものであります。 

  なお、いずれも書類及び現地確認、取得後のすべての農地を利用すること、機械、労

働力、技術、通作距離、下限面積を超えていることなどから、許可要件をすべて満たし

ております。 

  以上です。 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告を願います。 

 

第１調査部会長（２８番安達英作委員） 

  議第２号『農地法第３条の規定による許可申請について』は、売買によるもの８件、



 

 

交換によるもの２件、贈与によるもの１件、使用貸借によるもの８件、合計件数１９件、

面積にして１０万３５５．７３㎡で、書類審査及び事務局の現地確認結果など、詳細説

明を受け、いずれも譲り受け人の経営面積や機械、労働力、技術、通作距離、下限面積

などの許可要件をすべて満たしており、全件許可相当といたしました。 

  以上です。 

 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第２号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（大桃会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

 

議長（大桃会長） 

  続きまして、議第３号『事業計画変更承認申請について』を議題といたします。 

  事務局、説明願います。 

事務局（平岡事務局長） 

  議第３号『事業計画変更承認申請について』ご説明申し上げます。 

  今月の申請は、２６ページに記載してありますように１件、面積で２４３㎡でありま

す。 

  議案中の１６番は、如法寺地内の土地１筆、２４３㎡について売買により取得し、変

更目的を分家住宅１棟に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約２万４，

２００円でございます。場所につきましては、集落内で、農地区分は第３種農地に該当

し、許可条項にも該当しております。 

  なお、書類及び現地確認し、立地基準及び一般基準などの許可要件をすべて満たして

おります。 

  以上です。 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果を報告願います。 

 

第１調査部会長（２８番安達英作委員） 

  議第３号『事業計画変更承認申請について』、件数にして１件、面積にして２４３㎡

で、書類審査及び事務局の現地確認結果など、詳細説明を受け、立地基準及び一般基準

を満たしており、承認相当といたしました。 



 

 

  以上です。 

 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第３号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおりに決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（大桃会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

 

議長（大桃会長） 

  続きまして、議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』を議題といた

します。 

  事務局、説明願います。 

事務局（平岡事務局長） 

  議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』ご説明申し上げます。 

  今月の申請は、２７ページに記載してありますように３件の申請で、合計面積８９４

㎡であります。 

  議案中の１７番は、鬼木地内の農地１筆、３３７㎡を既存宅地と一体利用して住宅拡

張敷地に利用したいものであります。場所につきましては、集落内で、農地区分は第３

種農地に該当し、許可条項にも該当しています。 

  １８番は、新堀地内の農地１筆、１２０㎡を既存宅地と一体利用して住宅拡張敷地に

利用したいものです。場所につきましては、集落内で、農地区分は第３種農地に該当し、

許可条項にも該当しています。 

  １９番は、上大浦地内の農地１筆、４３７㎡を事業拡大のため、作業場兼事務所１棟

に利用したいものであります。場所につきましては、集落内で、農地区分は第２種農地

に該当し、許可条項にも該当しております。 

  なお、いずれも書類及び現地確認し、立地基準及び一般基準などの許可要件をすべて

満たしております。 

   以上です。 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告を願います。 

 

第１調査部会長（２８番安達英作委員） 

  議第４号『農地法第４条の規定による許可申請について』は、件数にして３件、面積



 

 

にして８９４㎡で、書類審査及び事務局の現地確認結果など、詳細説明を受け、いずれ

も立地基準及び一般基準を満たしており、全件許可相当といたしました。 

  以上です。 

 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第４号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（大桃会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

  なお、ただいま許可相当とした案件については、県農業会議へ諮問し、答申があった

後に許可といたします。 

 

議長（大桃会長） 

  続きまして、議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』を議題といた

します。 

  事務局、説明願います。 

事務局（平岡事務局長） 

  議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』ご説明申し上げます。 

  今月の申請は、３０ページに記載してありますように１１件の申請で、合計９，９３

３㎡となっております。 

  それでは、戻りまして、２８ページの８２番から順にご説明申し上げますが、８２番

は先ほどの事業計画変更承認申請後の第５条許可申請でありますので、略させていただ

きます。 

  ２９ページ、議案中の８３番は、荒町２丁目地内の農地２筆、１，８８８㎡を賃借権

設定により取得し、老朽化の解消のため、店舗１棟に利用したいものであります。場所

につきましては、パチンコＮ１共同駐車場の東側で、農地区分は第３種農地に該当して

おります。 

  ８４番は、直江町１丁目地内の農地１筆、６０１㎡を売買により取得し、既存宅地と

一体利用して８区画の宅地分譲地に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当た

り約２万４，０００円でございます。場所につきましては、国道８号線の東側で、農地

区分は第３種農地に該当しております。 

  ８５番は、西本成寺１丁目地内の農地１筆、９９１㎡を売買により取得し、既存宅地

と一体利用して７区画の宅地分譲地に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当

たり約２万７，６００円でございます。場所につきましては、株式会社中央製版事務所



 

 

の北側付近で、農地区分は第３種農地に該当しています。 

  ８６番は、曲渕３丁目地内の農地２筆、２，０６３㎡を売買により取得し、１０区画

の宅地分譲地に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約１万３，６００

円でございます。場所につきましては、県立三条高校の北側で、農地区分は第３種農地

に該当しています。 

  ８７番は、北入蔵３丁目地内の農地１筆、１，５３９㎡を賃借権設定により取得し、

不便解消すべく４６台の従業員駐車場に利用したいものです。場所につきましては、三

条市農業体験交流センターサンファームの北側付近で、農地区分は第２種農地に該当し

ています。なお、本件は平成２２年８月２日付農振除外された土地であります。 

  ８８番は、上須頃地内の農地１筆、２，００７㎡を使用貸借設定により取得し、１２

世帯の共同住宅１棟、２４台駐車場に利用したいものです。場所につきましては、集落

内で、農地区分は第２種農地に該当しております。 

  ３０ページ、８９番は、北入蔵２丁目地内の農地１筆、８４㎡を売買により取得し、

宅地と一体利用して住宅１棟に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約

４万２，６００円でございます。場所につきましては、三条中央自動車学校の北側付近

で、農地区分は第３種農地に該当しています。 

  ９０番は、福岡地内の農地２筆、１６２㎡を売買により取得し、宅地と一体利用して

住宅１棟、３台駐車場に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約１万３

００円でございます。場所につきましては、集落内で、農地区分は第２種農地に該当し

ております。 

  ９１番は、曲渕２丁目地内の農地２筆、６０㎡を売買により取得し、既存宅地と一体

利用して住宅拡張敷地に利用したいものです。土地の売買価格は、１㎡当たり約６，０

００円でございます。場所につきましては、田島橋より南側へ行ったところで、農地区

分は第３種農地に該当しています。 

  ９２番は、鬼木地内の農地４筆、２９５㎡を使用貸借設定により取得し、住宅１棟、

車庫１棟に利用したいものです。場所につきましては、集落内で、農地区分は第３種農

地に該当しています。 

  なお、いずれも書類及び現地確認し、立地基準及び一般基準などの許可要件をすべて

満たしております。 

  以上です。 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、本件についても質疑の前に調査部会長の調査結果報告を願います。 

 

第１調査部会長（２８番安達英作委員） 

  議第５号『農地法第５条の規定による許可申請について』は、件数にして１１件、面

積にして９，９３３㎡で、８３番、８５番、８６番、８７番、８８番の現地調査を含む



 

 

書類審査及び事務局の現地確認結果など、詳細説明を受け、いずれも立地基準及び一般

基準を満たしており、全件許可相当といたしました。 

  以上です。 

 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、質疑に入ります。ご発言のある方、ご発言を願います。 

  ご発言がないようですので、お諮りをいたします。議第５号につきましては、ただい

ま調査部会長の調査結果報告のとおり決するにご異議ございませんか。 

         （「異議なし」の声あり。） 

議長（大桃会長） 

  それでは、異議ないものと認めます。 

  なお、ただいま許可相当とした案件については、県農業会議へ諮問し、答申があった

後に許可といたします。 

  第１調査部会長は、自席へお戻り願います。 

  以上で議事が終わりましたので、報告事項に移ります。 

  報第１号につきましては、ただいま議事の中で報告をいただいておりますので、省略

をいたします。 

 

議長（大桃会長） 

  それでは、報第２号から報第８号まで続けて事務局より報告を願います。 

事務局（平岡事務局長） 

  （別添報告書により説明） 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  それでは、報告の中でご質問がございましたら、ご発言いただきたいと思います。 

  ご発言がないようですので、報告事項を終わります。 

 

議長（大桃会長） 

  そのほか皆様方のほうでご発言がありましたら、ご発言をいただきたいと思います。 

７番（鶴巻純一委員） 

  会長の開会のごあいさつでも、１２月２日に東京で全国農業委員会会長集会があり、

午前中には新潟県選出国会議員のところへ出向いて、ＴＰＰの問題について強く反対要

請をしてきたというお話がありましたが、政府としては１１月９日に包括的経済連携に

関する基本方針を閣議決定し、協議に参加をするという方向で具体的に動き始めたよう

でございます。この基本方針は、すべての品目を自由化交渉の対象として、農業分野は

もちろん、それ以外の労働、医療等の分野も含め、抜本的な改革を推進するという内容



 

 

になっておりますが、今ＴＰＰに参加しているあるいは協議に参加している９カ国の中

で、既に日本とＦＴＡやＥＰＡを結んでいる国が多くあるのですが、結んでいないのは

アメリカ、オーストラリア、ニュージーランドの３カ国だけなのです。結局、ＴＰＰに

参加するということは、アメリカやオーストラリアと競合するということと等しくなる

わけで、仮にそうなった場合には、既に農林水産省が米の生産は９０％激減するし、肉

類が７５％など農産物は５０％以上減少し、食糧自給率が１４％に落ち込むという試算

を出しております。このほかにも、１２月１日に日本医師会が記者会見で、ＴＰＰに参

加した場合に懸念される事項ということで、意見を上げているわけですけれども、混合

診療の全面解禁による公的医療保険の給付範囲の縮小とか、株式会社の医療機関経営へ

の参入による患者の不利益の拡大、あるいは医師、看護師、患者の国際的な移動が医師

不足、医師偏在に拍車をかけ、さらに地域医療を崩壊させるといったことが指摘されて

います。 

  また、韓国は今月、アメリカと米韓ＦＴＡを締結しましたが、その中でアメリカ車に

限って排ガス基準を緩和したということで、韓国が譲歩したようですけれども、そのほ

かに食品添加物や残留農薬基準の大幅緩和をアメリカは要求してきておりますし、移民

労働の自由化なども懸念されるわけです。 

  日本がＴＰＰに参加した場合のＧＤＰの押し上げ効果は、およそ０．５％程度にすぎ

ないということで、正に百害あって一利なしと言ってよいと思います。 

  地域の人たちが被害をこうむることが大変懸念されるわけですので、私の参加してい

る農民連では、ＴＰＰ加盟反対の旗をつくって訴えていますが、こういった形で反対運

動を強めていかなければならないと思います。県段階では国会議員に反対要請したりと

いう運動をされ、地元の中でも来年、農協が一生懸命反対署名を集めるようですが、農

業委員会としても、できることは一緒にやったり、あるいは独自の運動でもよいと思い

ますが、ＴＰＰ阻止の気運を高めていく必要があると思いますのでよろしくお願いしま

す。 

議長（大桃会長） 

  ＴＰＰの問題に関しては、ただ今鶴巻委員の言われたとおりで、農業分野だけでなく

医療なども含めてすべての分野にかかわる問題で、韓国は日本から見ればはるかに規模

的に小さく、自動車関連にしても大した利益は出ないという話もありますが、であるな

らば、独自の政策で日本の発展を図るという道がないわけではないと思うのですが、対

外輸出の関係もあってなかなか簡単にはいかないということだと思います。 

  鶴巻委員が言われたように、国では既に内部決定が行われているし、来年６月には方

向性を決めるということですので、それまでが勝負だと思います。 

  農業会議では、国や県に反対要請を行っており、新潟県知事は農業分野を外せばよい

という考えのようですが、すべての分野に関わることであり、簡単に農業分野だけは特

別扱いするというようなことは難しいと思います。 

  農業委員会としては、郡協もあるわけですし、農協とも足並みをそろえてやっていく



 

 

必要があるし、年が明けたら市長にあいさつに行きますので、強く市長から市長会に反

対を訴えてもらうよう、要請したいと考えています。 

  ほかにご発言はありませんか。 

３４番（神子島 巌委員） 

  農業委員会だより編集委員会より、ご報告とお願いを申し上げます。 

  編集委員会では、９月３０日から３回の編集会議を経まして、お手元に配付してあり

ます農業委員会だより「向日葵 第１１号」を、１２月１３日に発行いたしました。既

に農区長を通じまして各農家に配付されていることと思います。 

  また、これから第１２号の発行をするに際し、記事原稿などのご協力をよろしくお願

いいたします。 

議長（大桃会長） 

  編集委員の皆様方、大変ご苦労さまでした。 

  また、他の委員の皆様方からは、ぜひとも多くの記事の提供を賜りますよう、私から

もご協力をお願いいたします。 

  それでは、来月の調査部会の開催案内をお願いします。 

第３調査部会長（６番金子良助委員） 

  来月は、第３調査部会の担当で、１月２６日水曜日、厚生福祉会館第２集会室で午前

９時より開催したいと思いますので、関係委員の出席をお願いいたします。 

  以上です。 

議長（大桃会長） 

  ありがとうございました。 

  なお、来月の総会は、１月３１日月曜日午後３時から予定をしております。また、午

後６時からは、恒例の新年会を予定しておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

  それでは、長時間にわたってご審議をいただきまして、ありがとうございました。 

  以上をもちまして定例総会を閉会いたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

                           午後４時１０分 閉会   
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